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Effect of Water Addition on CNT Synthesis by Thermal CVD Method 
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【序論】 

近年、燃料電池に用いる水素を吸着する担体や、ガスセンサー等の MEMS デバイスの材料と

して CNT(Carbon Nanotube:CNT)が注目を浴びている[1]。CNT は、高い強度や大きな表面積からそ

れらの候補としてあがっており、我々の研究室は CNT を用いた新しいデバイスを作製するため

に CNT の合成方法を検討している。合成方法の中でも、高効率での合成が可能でかつ高純度で

表面積が広く、応用に適したスーパーグロース法[2]による CNT 成長の影響について述べる。 

【方法】 

Fe触媒層は真空蒸着で成膜し、熱CVD法とスーパーグロース法でCNTを成長させた。熱CVD

法では、基板を入れた 750℃の電気炉内に Ar ガスと H2ガスを各 600 sccm と 400 sccm で 15 分間

流入させた後、成長過程としてArガスとC2H2ガスを 10分間流入させた。スーパーグロース法で

は、成長過程で Arガスと水分添加 Ar(ArM)ガスを流入させた。CNTを FE-SEMで測定を行った。 

【実験結果】 

図 1はスーパーグロース法において ArMの量と合成された CNT の高さを示している。スーパ

ーグロース法では成長時間が同じであるが水分添加のない熱 CVD 法に比べて CNTの高さが伸び

ていることが分かる。発表当日は水分量が CNT 形状や配向性に与えた影響を報告する。 
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